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受益者のみなさまへ 
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ

ます。 
さて、「アライアンス・バーンスタイン・グロー

バル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジな
し）」は、このたび第268期の決算を⾏いました。 

ここに、第263期から第268期の運用状況をご
報告申し上げます。 

今後とも⼀層のお引き⽴てを賜りますよう、お願
い申し上げます。 

●当ファンドの仕組み 
当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 
信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 

①マザーファンドの受益証券への投資を通じて、米国をはじ
め世界中の公社債のなかから、相対的に投資価値の高い証
券に分散投資することにより、インカム・ゲインの確保と
ともにキャピタル・ゲインの獲得をめざします。 

②債券セクター間の投資収益率の格差に着目し、より高い収
益が期待される債券セクターに機動的にウェートをかけ
た資産配分を⾏い、アクティブに運用します。 

③外貨建資産については原則として為替ヘッジを⾏いません。 

主 要 
運 用 対 象 

ア ラ イ ア ン ス ・ 
バーンスタイン・ 
グ ロ ー バ ル ・ 
ハイ・インカム・ 
オ ー プ ン Ａ 
（為替ヘッジなし） 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・
ハイ・インカム・マザーファンドの受益証券
を主要投資対象とします。 

アライアンス・ 
バーンスタイン・ 
グ ロ ー バ ル ・ 
ハイ・インカム・ 
マザーファンド

米国および米国外の投資適格国の国債・政府
機関債、米国内のアセット・バック証券、米
国内外の投資適格社債および高利回り社債、
エマージング・カントリー公社債を主な投資
対象とします。 

組 入 制 限 

ア ラ イ ア ン ス ・ 
バーンスタイン・ 
グ ロ ー バ ル ・ 
ハイ・インカム・ 
オ ー プ ン Ａ 
（為替ヘッジなし） 

①外貨建資産への実質投資割合には、制限を
設けません。 

②株式への実質投資割合は、信託財産の純資
産総額の10％以内とします。 

アライアンス・ 
バーンスタイン・ 
グ ロ ー バ ル ・ 
ハイ・インカム・ 
マザーファンド

①外貨建資産への投資については、制限を設
けません。 

②株式への投資割合は、信託財産の純資産総
額の10％以内とします。 

分 配 方 針 

毎⽉決算を⾏い、原則として以下の方針により分配を⾏います。 
①分配対象額は、経費控除後の利⼦等収益および売買益（評

価益を含みます。また、繰越⽋損⾦がある時は、これを控
除します。）等の全額とします。 

②分配⾦は、委託者が基準価額⽔準、市場動向等を勘案して
決定します。ただし、分配対象収益が少額の場合は、収益
分配を⾏わないこともあります。 

③留保益の運用については、特に制限を設けず、「基本方針」
および「運用方法」に基づいて運用を⾏います。 

 

 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ 
ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 
[愛称：NK・コンパス（羅針盤）] 

追加型投信／内外／債券 
第263期(決算日2019年６⽉10日) 第264期(決算日2019年７⽉10日)  第265期(決算日2019年８⽉13日) 
第266期(決算日2019年９⽉10日) 第267期(決算日2019年10⽉10日) 第268期(決算日2019年11⽉11日) 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

○ 近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

ICEバンクオブアメリカ・ 
メ リ ル リ ン チ ・ U S ・ 
ハ イ ・ イ ー ル ド ・ 
インデックス（円ベース） 

JPモルガン・エマージング・ 
マ ー ケ ッ ツ ・ ボ ン ド ・ 
イ ン デ ッ ク ス ・ プ ラ ス 
（ 円 ベ ー ス ） 

JPモルガン・ガバメント・ 
ボンド・インデックス・ 
グローバル（円ベース） 債  券 

組入比率 
純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％  ％  ％ ％ 百万円 
239期(2017年６月12日) 5,676 25 △1.3 135,824 △2.2 91,259 △1.4 42,112 △2.1 95.8 19,833 
240期(2017年７月10日) 5,803 25 2.7 140,262 3.3 92,655 1.5 43,170 2.5 96.5 20,171 
241期(2017年８月10日) 5,694 25 △1.4 136,797 △2.5 91,142 △1.6 42,202 △2.2 95.1 19,665 
242期(2017年９月11日) 5,662 25 △0.1 135,322 △1.1 91,817 0.7 41,885 △0.8 94.7 19,424 
243期(2017年10月10日) 5,788 25 2.7 142,016 4.9 94,466 2.9 43,067 2.8 96.3 19,709 
244期(2017年11月10日) 5,770 25 0.1 141,931 △0.1 93,208 △1.3 43,627 1.3 97.7 19,580 
245期(2017年12月11日) 5,806 25 1.1 143,096 0.8 94,631 1.5 43,867 0.6 97.5 19,536 
246期(2018年１月10日) 5,747 25 △0.6 143,141 0.0 93,928 △0.7 43,126 △1.7 97.1 19,274 
247期(2018年２月13日) 5,481 25 △4.2 135,971 △5.0 87,968 △6.3 41,403 △4.0 97.2 18,315 
248期(2018年３月12日) 5,384 25 △1.3 134,387 △1.2 87,187 △0.9 40,877 △1.3 97.3 17,912 
249期(2018年４月10日) 5,370 25 0.2 134,082 △0.2 87,430 0.3 41,214 0.8 96.9 17,829 
250期(2018年５月10日) 5,351 25 0.1 138,535 3.3 86,570 △1.0 42,256 2.5 97.3 17,701 
251期(2018年６月11日) 5,273 25 △1.0 138,407 △0.1 86,415 △0.2 41,970 △0.7 94.0 17,365 
252期(2018年７月10日) 5,343 25 1.8 140,630 1.6 88,820 2.8 43,079 2.6 95.0 17,545 
253期(2018年８月10日) 5,302 25 △0.3 142,285 1.2 87,610 △1.4 42,841 △0.6 93.9 17,344 
254期(2018年９月10日) 5,236 25 △0.8 142,524 0.2 86,084 △1.7 42,899 0.1 96.4 17,048 
255期(2018年10月10日) 5,283 25 1.4 145,231 1.9 88,477 2.8 43,198 0.7 96.9 17,160 
256期(2018年11月12日) 5,257 25 △0.0 145,410 0.1 89,294 0.9 43,817 1.4 96.9 17,007 
257期(2018年12月10日) 5,173 25 △1.1 141,746 △2.5 88,355 △1.1 43,981 0.4 96.6 16,650 
258期(2019年１月10日) 5,025 25 △2.4 137,648 △2.9 87,537 △0.9 42,676 △3.0 95.9 16,130 
259期(2019年２月12日) 5,146 25 2.9 143,144 4.0 91,381 4.4 44,017 3.1 94.6 16,447 
260期(2019年３月11日) 5,162 25 0.8 144,851 1.2 91,619 0.3 44,426 0.9 96.0 16,472 
261期(2019年４月10日) 5,211 25 1.4 148,252 2.3 93,256 1.8 44,936 1.1 97.9 16,538 
262期(2019年５月10日) 5,127 25 △1.1 146,823 △1.0 91,626 △1.7 44,578 △0.8 98.0 16,208 

263期(2019年６月10日) 5,101 25 △0.0 145,338 △1.0 93,029 1.5 45,052 1.1 95.9 16,080 
264期(2019年７月10日) 5,143 25 1.3 148,180 2.0 95,504 2.7 45,655 1.3 97.8 16,132 
265期(2019年８月13日) 4,992 25 △2.4 142,906 △3.6 91,484 △4.2 45,180 △1.0 98.2 15,553 
266期(2019年９月10日) 5,081 25 2.3 147,896 3.5 93,492 2.2 46,263 2.4 98.7 15,783 
267期(2019年10月10日) 5,053 25 △0.1 147,032 △0.6 93,191 △0.3 46,389 0.3 98.3 15,640 
268期(2019年11月11日) 5,103 25 1.5 150,742 2.5 93,765 0.6 46,253 △0.3 95.4 15,734 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 債券組入比率には、新株予約権付社債（転換社債）は含まれておりません。 
 
※ 参考指数について 
・ ICEバンクオブアメリカ・メリルリンチ・US・ハイ・イールド・インデックス（＊）（円ベース）は、原則として基準価額計算日前日付のICE 

バンクオブアメリカ・メリルリンチ・US・ハイ・イールド・インデックス（米ドルベース）の値を、委託会社が計算日付の円ドル・レート
（三菱ＵＦＪ銀行が発表する対顧客電信売買相場の仲値）を用いて円換算したものです。詳細は次ページの（＊）注記をご参照ください。 

・ JPモルガン・エマージング・マーケッツ・ボンド・インデックス・プラス（円ベース）は、原則として基準価額計算日前日付のJPモルガ
ン・エマージング・マーケッツ・ボンド・インデックス・プラス（米ドルベース）の値を、委託会社が計算日付の円ドル・レート（三菱
ＵＦＪ銀行が発表する対顧客電信売買相場の仲値）を用いて円換算したものです。 

・ JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス・グローバル（円ベース）は、原則として基準価額計算日前日付のJPモルガン・ガバメ
ント・ボンド・インデックス・グローバル（米ドルヘッジベース）の値を、委託会社が計算日付の円ドル・レート（三菱ＵＦＪ銀行が発
表する対顧客電信売買相場の仲値）を用いて円換算したものです。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 

ICEバンクオブアメリカ・ 
メ リ ル リ ン チ ・ U S ・ 
ハ イ ・ イ ー ル ド ・ 
インデックス（円ベース） 

JPモルガン・エマージング・ 
マ ー ケ ッ ツ ・ ボ ン ド ・ 
イ ン デ ッ ク ス ・ プ ラ ス 
（ 円 ベ ー ス ） 

JPモルガン・ガバメント・ 
ボンド・インデックス・ 
グローバル（円ベース） 

債  券 
組入比率 

 騰 落 率  騰 落 率  騰 落 率  騰 落 率 

第263期 

(期  首) 円 ％  ％  ％  ％ ％ 
2019年５月10日 5,127 － 146,823 － 91,626 － 44,578 － 98.0 

５月末 5,111 △0.3 145,620 △0.8 92,205 0.6 44,922 0.8 96.4 
(期  末)          

2019年６月10日 5,126 △0.0 145,338 △1.0 93,029 1.5 45,052 1.1 95.9 

第264期 

(期  首)          
2019年６月10日 5,101 － 145,338 － 93,029 － 45,052 － 95.9 

６月末 5,124 0.5 146,239 0.6 94,614 1.7 45,008 △0.1 92.5 
(期  末)          

2019年７月10日 5,168 1.3 148,180 2.0 95,504 2.7 45,655 1.3 97.8 

第265期 

(期  首)          
2019年７月10日 5,143 － 148,180 － 95,504 － 45,655 － 97.8 

７月末 5,133 △0.2 148,236 0.0 95,975 0.5 45,649 △0.0 98.4 
(期  末)          

2019年８月13日 5,017 △2.4 142,906 △3.6 91,484 △4.2 45,180 △1.0 98.2 

第266期 

(期  首)          
2019年８月13日 4,992 － 142,906 － 91,484 － 45,180 － 98.2 

８月末 5,060 1.4 145,905 2.1 91,873 0.4 46,212 2.3 97.2 
(期  末)          

2019年９月10日 5,106 2.3 147,896 3.5 93,492 2.2 46,263 2.4 98.7 

第267期 

(期  首)          
2019年９月10日 5,081 － 147,896 － 93,492 － 46,263 － 98.7 

９月末 5,100 0.4 148,479 0.4 93,068 △0.5 46,546 0.6 97.5 
(期  末)          

2019年10月10日 5,078 △0.1 147,032 △0.6 93,191 △0.3 46,389 0.3 98.3 

第268期 

(期  首)          
2019年10月10日 5,053 － 147,032 － 93,191 － 46,389 － 98.3 

10月末 5,131 1.5 150,400 2.3 93,981 0.8 46,485 0.2 95.5 
(期  末)          

2019年11月11日 5,128 1.5 150,742 2.5 93,765 0.6 46,253 △0.3 95.4  
（注） 各期末基準価額は分配金込み、各騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 債券組入比率には、新株予約権付社債（転換社債）は含まれておりません。 

（注） 月末は、各月の 終営業日です。 
 
（＊）ICEバンクオブアメリカ・メリルリンチ・US・ハイ・イールド・インデックス：ICE BofAML US High Yield Index 

ICE BofAML US High Yield Index®（以下この項目において「インデックス」といいます。）は、ICE Data Indices, LLC（以下「ICE 

Data」）の許可を得て使用されています。ICE Data、その関係会社及びそれらの第三者たる提供者は、明記されているかどうかに関

わらず、インデックス、インデックス・データ及びそれらに関連する一切のデータや、インデックスを使用する特定の目的や使用さ

れる商品自体等について、一切保証しません。ICE Data、その関係会社又はそれらの第三者たる提供者は、インデックス、インデッ

クス・データもしくはそれらの構成要素の妥当性、正確性、適時性又は完全性に関して、いかなる責任も負うものではありません。

インデックス、インデックス・データ及びそれらの全ての構成要素は現状のまま提供されるものであり、自らの責任において使用い

ただくものです。ICE Data、その関係会社及びそれらの第三者たる提供者は、アライアンス・バーンスタイン株式会社又はその商品

もしくはサービスを推奨するものではありません。 

上記はICE Dataの英語のディスクレーマーを翻訳したものであり、英語版と日本語版の間に齟齬があった場合には、英語版が優先し

ます。英語版をお求めの場合には、アライアンス・バーンスタイン株式会社にお問合せください。 
 

  



品 名：90039_119706_268_06_アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし）_797593.docx 

日 時：2020/01/07 8:43:00 

ページ：3 

 

 

－ 3 － 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

  
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし）（以下「当

ファンド」ということがあります。）の運用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、作成期首（2019年５月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 参考指数は、ICEバンクオブアメリカ・メリルリンチ・US・ハイ・イールド・インデックス（円ベース）、JPモルガン・エマージング・

マーケッツ・ボンド・インデックス・プラス（円ベース）およびJPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス・グローバル（円ベー

ス）です。 

 

○基準価額の推移 

基準価額（分配金（税込み）再投資）は、前作成期末比2.5％の上昇※となりました。 

 
※基準価額の騰落率は、各決算期末の税込み分配金を当該決算日の基準価額で全額再投資したと仮定した場合のパフォーマンスを示してい

ます。税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資家の皆様の実際の投資成果を示すものではありません。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

○基準価額の主な変動要因 

＜値上がり要因＞ 

・保有債券の利息収入 

・メキシコの国債や、ブラジルの食品/飲料/タバコ関連銘柄の債券の価格上昇 

・イギリスや米国国債の価格上昇 

・金融関連の投資適格社債の価格上昇 

 

＜値下がり要因＞ 

・エネルギー関連のハイイールド社債の価格下落 

・ベネズエラのエネルギー関連銘柄の債券の価格下落 

・円高／ドル安 

 

  
当作成期の債券市場については、おおむね堅調な展開となりました。また、為替市場では前作成期末比でや

や円高ドル安となりました。 

 
先進国の国債： 

米国国債は、当作成期初から2019年９月初旬にかけては、米中貿易摩擦の長期化が意識されたことや、米国

の長短金利が逆転したことなどを受け、景気後退懸念が高まったことから金利は低下（価格は上昇）しました。

その後、当作成期末にかけては、米中通商協議の動向に左右される展開となったものの、金利は上昇（価格は

下落）基調で推移しました。 

 
欧州の国債は、ドイツ国債については、当作成期初から2019年９月初旬にかけては、世界的な景気減速懸念

が高まったことや、欧州中央銀行（ＥＣＢ）が金融緩和策を導入するとの期待などから金利は低下しました。

その後当作成期末にかけては、米中通商協議の進展の兆しや株高が進んだことから金利は上昇しました。 

 

日本国債は、当作成期初から2019年９月初旬にかけては、中国やドイツの経済指標が弱含んだことなどか

ら、世界的な景気減速懸念が強まり、金利は低下しました。その後当作成期末にかけては、企業決算の見通し

がやや改善したことや、10月からの消費税増税の影響が軽微だったことなどから金利は上昇しました。 

 
ハイイールド社債： 

当作成期初から2019年５月末にかけては、米中貿易摩擦の長期化が意識されて下落しましたが、その後当作

成期末にかけては、欧米の株式市場の上昇や企業決算が好調だったことからリスク選好の流れとなり、上昇基

調で推移しました。 

 

新興国債券： 

当作成期初から2019年８月上旬にかけては、米国の利下げ観測の高まりを背景に米国金利が低下したこと

や、欧米の株式市場が回復したことなどを受け、大きく上昇しました。しかし８月中旬には、アルゼンチンの

予備選挙においてマクリ陣営が大敗し、債務再編懸念が高まったことなどから大きく下落しました。その後当

作成期末にかけては、米国金利の上昇や原油価格の下落などに左右される展開となり、ほぼ横ばいで推移しま

した。   
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為替市場： 

円ドル・レートは、やや円高米ドル安となりました。当作成期初から2019年８月中旬にかけては、米中貿易

摩擦長期化への懸念や中東における地政学リスクの高まりなどから安全資産である円が買われ、105円台ま

で円高米ドル安が進行しました。しかしその後当作成期末にかけては、米中貿易摩擦の緊張が緩和されたこと

や、堅調な米国株式市場の流れから円安米ドル高基調で推移しました。 

 

  
当ファンドはアライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・マザーファンド（以下「マザー

ファンド」ということがあります。）受益証券を主要投資対象とし、信託財産の成長を図ることを目的として

います。 

マザーファンドは先進国の投資適格債への投資により、中長期的に安定した収益を確保するとともに、ハイ

イールド社債や新興国債券などにも投資を行い、高水準のインカム・ゲインの確保とキャピタル・ゲインの獲

得を目指しております。 

当ファンドは当作成期を通してほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。当ファンドの実質外

貨建資産については為替ヘッジを行いませんでした。 

 

＜マザーファンド＞ 

世界中の公社債の中から相対的に投資価値が高い証券に分散投資を行います。運用にあたっては当作成期

も引き続き債券セクター間の投資収益率の格差に着目し、より高い収益が期待される債券セクターに機動的

に資産配分を行いました。 

 

その結果、先進国の国債については、米国国債を買い

増した一方、イタリアの国債を全て売却しました。先進

国の投資適格社債については、食料/飲料/タバコ関連銘

柄を買い増した一方、通信やサービス関連銘柄などを一

部売却しました。ハイイールド社債については、資産担

保証券や商業用不動産担保証券などを買い増した一方、

エネルギーやヘルスケア関連銘柄などを一部売却しま

した。新興国債券については、オマーンやケニアの国債

およびコロンビアのエネルギー関連銘柄などを買い増

した一方、ブラジルやトルコの金融関連銘柄などを全て

売却しました。 

 

通貨配分については、米ドルなどの組入比率を引き

上げた一方、ユーロやカナダドルなどの組入比率を引き

下げました。 

 

  

公社債のセクター別組入比率（マザーファンド） 
 

 
（注） 組入比率は純資産総額に対する評価額の割合（それぞれ小数

第２位を四捨五入）。 
（注） 「その他資産」は、株式、新株予約権付社債（転換社債）の

合計。 
（注） 格付はムーディーズとS&Pのうちいずれか高い方を採用して

集計したものです。 
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当ファンドは、特定の指数を上回ることを目指す運用を行っていないため、ベンチマークを設けておりませ

ん。以下のグラフは、基準価額と参考指数の騰落率の対比です。 

 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） 参考指数は、ICEバンクオブアメリカ・メリルリンチ・US・ハイ・イールド・インデックス（円ベース）、JPモルガン・エマージング・

マーケッツ・ボンド・インデックス・プラス（円ベース）およびJPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス・グローバル（円ベー

ス）です。 
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当作成期間の収益分配については、配当等収益に基づき、基準価額水準、市場動向等を勘案して決定しまし

た。各決算期の分配金については、以下をご覧ください（当作成期間合計：150円）。なお、収益分配に充てな

かった利益については、信託財産内に留保し「運用の基本方針」に基づいて運用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第263期 第264期 第265期 第266期 第267期 第268期 

2019年５月11日～ 
2019年６月10日 

2019年６月11日～ 
2019年７月10日 

2019年７月11日～ 
2019年８月13日 

2019年８月14日～ 
2019年９月10日 

2019年９月11日～ 
2019年10月10日 

2019年10月11日～ 
2019年11月11日 

当期分配金 25  25  25  25  25  25  

(対基準価額比率) 0.488％ 0.484％ 0.498％ 0.490％ 0.492％ 0.488％ 

 当期の収益 17  21  17  19  14  21  

 当期の収益以外 7  3  7  5  10  3  

翌期繰越分配対象額 285  281  274  269  258  254  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。 
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引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。 

 

＜マザーファンド＞ 

世界経済は、米中貿易摩擦の拡大・長期化が主要国のセンチメントを低下させているものの、先進国および

新興国ともに内需は比較的堅調に推移しています。世界経済の成長率は緩やかに減速してはいるものの、景気

後退に陥るリスクは小さいとみています。 

 

米国経済は、緩やかに減速しています。足もとでは、製造業、非製造業ともにセンチメントは低下の一途を

たどっています。こうした影響は徐々に雇用や消費にも及ぶことが懸念されてはいるものの、過度な需給

ギャップやレバレッジはみられないことから、大幅な生産調整やリストラを伴う景気後退に陥るリスクは少

ないと考えます。 

 

ハイイールド社債については、クレジット・サイクルは拡大局面の終盤にあり、一部では後退局面入りした

とみています。世界的な景気減速懸念が、今後ハイイールド社債市場のファンダメンタルズにも影響を及ぼす

可能性が高まりつつある中、特に財務状況の小幅な悪化が見られるエネルギー、鉱業、自動車関連セクターに

ついては警戒的な見方を強めています。運用にあたっては、慎重な銘柄選択を行い、十分に分散されたポート

フォリオを維持していく方針です。 

 

新興国債券については、米中貿易摩擦の再燃が世界経済の先行き懸念につながる中、米国の通商政策をめぐ

る不透明感など、外部環境要因を注視する状況が続いています。引き続き、構造改革が進展するなど財政改善

が見込める国や悪材料を十分に織り込み価格面での魅力が出てきた国に投資妙味があると考えています。 

 
※将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

 

  



品 名：90039_119706_268_06_アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし）_797593.docx 

日 時：2020/01/07 8:43:00 

ページ：9 

 

 

－ 9 － 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

○１万口当たりの費用明細 (2019年５月11日～2019年11月11日) 

項 目 
第263期～第268期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 44  0.862  (a)信託報酬＝作成期間中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (20)  (0.389)     委託した資金の運用、基準価額の算出、法定書類作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (23)  (0.445)     購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での 
   ファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.028)     運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.012   (b)その他費用＝作成期間中のその他費用÷作成期間中の平均受益権
口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 0)  (0.006)     保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管 
   および資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.004)     監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.001)     その他は、信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用等 

 合 計 45   0.874    

作成期間中の平均基準価額は、5,109円です。  

 
（注）作成期間中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡

便法により算出した結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注） その他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目

ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

  



品 名：90039_119706_268_06_アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし）_797593.docx 

日 時：2020/01/07 8:43:00 

ページ：10 

 

 

－ 10 － 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 
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○売買及び取引の状況 (2019年５月11日～2019年11月11日) 

 

銘 柄 
第263期～第268期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・マザーファンド 153,499 195,658 935,852 1,195,300 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2019年５月11日～2019年11月11日) 

 

項 目 
第263期～第268期 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 －千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 75,924千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） －   
 

（注） 平均組入株式時価総額は、各月末現在の組入株式時価総額（外貨建株式は、当該月末日の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算し
た額）の単純平均。 

（注） 単位未満は切り捨て。 
（注） －印は該当なし。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年５月11日～2019年11月11日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2019年11月11日現在) 

 

銘 柄 
第262期末 第268期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・マザーファンド 12,819,672 12,037,318 15,733,978 
 

（注） 単位未満は切り捨て。 

 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2019年11月11日現在) 

項 目 
第268期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・マザーファンド 15,733,978 99.4 

コール・ローン等、その他 100,920 0.6 

投資信託財産総額 15,834,898 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・マザーファンドにおいて、第268期末における外貨建純資産（15,965,622

千円）の投資信託財産総額（16,054,619千円）に対する比率は99.4％です。 

（注） 外貨建資産は、第268期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替

レートは、１米ドル＝109.16円、１カナダドル＝82.52円、１アルゼンチンペソ＝1.83円、１メキシコペソ＝5.71円、１ブラジルレアル

＝26.19円、１ユーロ＝120.25円、１英ポンド＝139.65円、１スウェーデンクローナ＝11.25円、１ノルウェークローネ＝11.93円、100

ハンガリーフォリント＝36.05円、１オーストラリアドル＝74.82円、１ニュージーランドドル＝69.19円、100インドネシアルピア＝

0.78円です。 

 

○特定資産の価格等の調査 

調査を行った者の名称 

EY新日本有限責任監査法人 

 

調査の結果及び方法の概要 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・マザーファンドにおいて行った取引のうち、

調査依頼を行った取引は2019年５月11日から2019年11月11日までの間で直物為替先渡取引（以下「NDF」とい

います。）52件及び有価証券（外国貸付債権信託受益証券）取引17件でした。投資信託及び投資法人に関する

法律（昭和26年法律第198号）第11条第２項に基づき、これらのNDF取引については比較可能な価格のほか、通

貨、期日、レート、取引の相手方の名称、その他当該取引の内容に関して、有価証券取引については比較可能

な価格のほか、銘柄、数量、その他当該有価証券の内容に関してEY新日本有限責任監査法人へその調査を委託

し、日本公認会計士協会が公表した専門業務実務指針4460「投資信託及び投資法人における特定資産の価格等

の調査に係る合意された手続業務に関する実務指針」に基づく調査結果として合意された手続実施結果報告

書を受領する予定です。 

なお、本調査は財務諸表監査の一部ではなく、また、価格の妥当性や内部管理体制について保証を提供する

ものではありません。 

以上 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第263期末 第264期末 第265期末 第266期末 第267期末 第268期末 

2019年６月10日現在 2019年７月10日現在 2019年８月13日現在 2019年９月10日現在 2019年10月10日現在 2019年11月11日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 16,181,887,661   16,232,926,709   15,656,517,051   15,881,249,665   15,740,212,210   15,834,898,615   

 コール・ローン等 408,811   16,987   1,184,855   30,501   10,109   19,756   

 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ 
ハイ・インカム・マザーファンド(評価額) 

16,079,578,850   16,132,209,722   15,552,432,196   15,783,219,164   15,640,802,101   15,733,978,859   

 未収入金 101,900,000   100,700,000   102,900,000   98,000,000   99,400,000   100,900,000   

(B) 負債 101,793,268   100,584,717   102,720,268   97,834,259   99,263,530   100,730,896   

 未払収益分配金 78,803,913   78,426,187   77,886,673   77,654,313   77,387,017   77,082,391   

 未払信託報酬 22,877,847   22,050,620   24,711,295   20,079,230   21,768,603   23,533,401   

 未払利息 1   －   2   －   －   －   

 その他未払費用 111,507   107,910   122,298   100,716   107,910   115,104   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 16,080,094,393   16,132,341,992   15,553,796,783   15,783,415,406   15,640,948,680   15,734,167,719   

 元本 31,521,565,383   31,370,475,043   31,154,669,592   31,061,725,512   30,954,806,836   30,832,956,444   

 次期繰越損益金 △15,441,470,990   △15,238,133,051   △15,600,872,809   △15,278,310,106   △15,313,858,156   △15,098,788,725   

(D) 受益権総口数 31,521,565,383口 31,370,475,043口 31,154,669,592口 31,061,725,512口 30,954,806,836口 30,832,956,444口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 5,101円 5,143円 4,992円 5,081円 5,053円 5,103円 
 

（注） 第263期首元本額31,611,955,261円、第263～第268期中追加設定元本額379,834,785円、第263～第268期中一部解約元本額

1,158,833,602円。第268期末現在における１口当たり純資産額0.5103円。 

（注） 第268期末現在において純資産総額が元本を下回っており、その差額は△15,098,788,725円です。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

○損益の状況 

項 目 
第263期 第264期 第265期 第266期 第267期 第268期 

2019年５月11日～ 
2019年６月10日 

2019年６月11日～ 
2019年７月10日 

2019年７月11日～ 
2019年８月13日 

2019年８月14日～ 
2019年９月10日 

2019年９月11日～ 
2019年10月10日 

2019年10月11日～ 
2019年11月11日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 △            25   －   △            73   －   －   －   

 支払利息 △            25   －   △            73   －   －   －   

(B) 有価証券売買損益 19,856,336   229,902,762   △   364,856,758   373,850,464   11,121,710   255,525,046   

 売買益 21,599,776   231,203,161   758,907   374,405,992   11,148,505   256,057,513   

 売買損 △     1,743,440   △     1,300,399   △   365,615,665   △       555,528   △        26,795   △       532,467   

(C) 信託報酬等 △    22,989,354   △    22,158,530   △    24,833,593   △    20,179,946   △    21,876,513   △    23,648,505   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △     3,133,043   207,744,232   △   389,690,424   353,670,518   △    10,754,803   231,876,541   

(E) 前期繰越損益金 △ 5,223,473,030   △ 5,245,186,209   △ 5,059,311,858   △ 5,476,477,342   △ 5,155,918,779   △ 5,180,751,126   

(F) 追加信託差損益金 △10,136,061,004   △10,122,264,887   △10,073,983,854   △10,077,848,969   △10,069,797,557   △10,072,831,749   

 (配当等相当額) (     922,830,381)  (     894,298,479)  (     876,989,637)  (     851,849,373)  (     832,788,761)  (     797,508,907)  

 (売買損益相当額) (△11,058,891,385)  (△11,016,563,366)  (△10,950,973,491)  (△10,929,698,342)  (△10,902,586,318)  (△10,870,340,656)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △15,362,667,077   △15,159,706,864   △15,522,986,136   △15,200,655,793   △15,236,471,139   △15,021,706,334   

(H) 収益分配金 △    78,803,913   △    78,426,187   △    77,886,673   △    77,654,313   △    77,387,017   △    77,082,391   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △15,441,470,990   △15,238,133,051   △15,600,872,809   △15,278,310,106   △15,313,858,156   △15,098,788,725   

 追加信託差損益金 △10,160,391,449   △10,133,591,484   △10,096,675,946   △10,094,115,433   △10,102,017,043   △10,085,000,079   

 (配当等相当額) (     898,606,240)  (     883,064,747)  (     854,398,843)  (     835,665,649)  (     800,660,192)  (     785,437,113)  

 (売買損益相当額) (△11,058,997,689)  (△11,016,656,231)  (△10,951,074,789)  (△10,929,781,082)  (△10,902,677,235)  (△10,870,437,192)  

 繰越損益金 △ 5,281,079,541   △ 5,104,541,567   △ 5,504,196,863   △ 5,184,194,673   △ 5,211,841,113   △ 5,013,788,646   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬、監査報酬などの諸費用とそれらに対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注） 分配金計算過程は以下のとおりです。 

 ＊第263期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（54,473,468円）、費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（0円）、および収益調整金額（922,936,685円）より分配対象収益額は977,410,153円（10,000口当たり310円）であり、うち78,803,913円

（10,000口当たり25円）を分配金額としております。 

 ＊第264期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（67,099,590円）、費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（0円）、および収益調整金額（894,391,344円）より分配対象収益額は961,490,934円（10,000口当たり306円）であり、うち78,426,187円

（10,000口当たり25円）を分配金額としております。 

 ＊第265期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（55,194,581円）、費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（0円）、および収益調整金額（877,090,935円）より分配対象収益額は932,285,516円（10,000口当たり299円）であり、うち77,886,673円

（10,000口当たり25円）を分配金額としております。 

 ＊第266期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（61,387,849円）、費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（0円）、および収益調整金額（851,932,113円）より分配対象収益額は913,319,962円（10,000口当たり294円）であり、うち77,654,313円

（10,000口当たり25円）を分配金額としております。 

 ＊第267期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（45,167,531円）、費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（0円）、および収益調整金額（832,879,678円）より分配対象収益額は878,047,209円（10,000口当たり283円）であり、うち77,387,017円

（10,000口当たり25円）を分配金額としております。 

 ＊第268期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（64,914,061円）、費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（0円）、および収益調整金額（797,605,443円）より分配対象収益額は862,519,504円（10,000口当たり279円）であり、うち77,082,391円

（10,000口当たり25円）を分配金額としております。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

○分配金のお知らせ  

 第263期 第264期 第265期 第266期 第267期 第268期 

１万口当たり分配金（税込み） 25円 25円 25円 25円 25円 25円 
 
 

★分配金の内訳、税金の取扱いは以下のとおりです。（各決算期ごとに計算されます。） 

 

◇分配金の内訳 

 
お客様の個別元本が各期の分配落ち後の基準価額に対して 

超えるとき 同じかまたは下回るとき 

元 本 払 戻 金 

( 特 別 分 配 金 ) 

お客様の個別元本－分配落ち後の基準価額 

(分配金を限度とします。) 
0円 

普 通 分 配 金 分配金－元本払戻金(特別分配金) 分配金 

個 別 元 本 の 修 正 修正前の個別元本－元本払戻金(特別分配金) ありません｡ 

 

◇課税上の取扱い 

①元本払戻金（特別分配金）：元本払戻金（特別分配金）は、お客様の取得元本の一部の払戻しに当たるため、課税されません。 

②普通分配金：個人の受益者の源泉徴収時には、配当所得として以下のように課税されます。 

20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、住民税５％） 

※上記は、2019年11月11日現在のものです。税法が改正された場合等には、税率等が変更される場合があります。 

※法人の場合は上記とは異なります。 

 

※税金の取扱いの詳細については、税務専門家等にご相談されることをお勧めします。 

 

◇分配金の受取方法 

分配金には、受取方法が異なる「一般コース」と「自動けいぞく投資コース」があります。 

※「一般コース」の場合 

各決算期の支払期日に、ご契約いただいております販売会社よりお支払い致しました。 

※「自動けいぞく投資コース」の場合 

・自動けいぞく投資契約に基づいて、販売会社が税引後のお手取り額を再投資いたしました。 

・「購入時手数料」をご購入後にご負担いただく方法で購入された場合、「分割後取り手数料」をご負担いただく決算期には、販売会社

が税引後の分配金から「分割後取り手数料」（消費税等相当額含む）を差し引いた後再投資いたしました。 

 

 ＊コースの名称は販売会社によって異なる場合がありますので、販売会社にご確認ください。 
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